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尾　瀬尾　瀬尾　瀬尾　瀬 ささい　はるみ　作詩
神野　　和博　　作曲

2002.10.20（2003.6.15完）

１．燧ケ岳映し出す　残雪の尾瀬沼
　　至仏山のこだま　尾瀬ヶ原に響き渡り
　　水芭蕉は白く羽ばたく　春の訪れ

２．真っ青な空映し出す　にごり知らずゆるぎの田代
　　湿原に風わたり　夏に踊るニッコウキスゲ
　　華やぎの中ずっしりと　運ぶ歩荷さん

３．季節の色鮮やかに　峠を越え光るクサモミジ
　　木道わきのワレモコウ　とんぼの帽子かぶってる
　　ヒツジグサは時を告げる　

　　大きな根っこにつまづいて　笑いころげてほほ染めた
　　手をとり歩く　二人は恋人
　　ララララ
　　いつまでも忘れられない　思い出の尾瀬


